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受益者のみなさまへ
毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。
当ファンドは、米国の金融商品取引所上場
および店頭登録の株式等の中から、厳選投資
し、信託財産の成長をめざしております。当
作成期につきましてもそれに沿った運用を行
ないました。ここに、運用状況をご報告申し
上げます。
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、
お願い申し上げます。

ポーレン米国グロース株式
ファンド（資産成長型）

（愛称：ベストフォーカス） 

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 追加型投信／海外／株式

信 託 期 間 2021年 3 月29日～2031年 3 月28日

運 用 方 針 信託財産の成長をめざして運用を行ないます。 

主 要 投 資
対 象

当 フ ァ ン ド

イ ．アンカー・ポーレン米国
株式ファンド（為替ヘッジ
なし）（適格機関投資家専
用）の受益証券

ロ ．ダイワ・マネーポート
フォリオ・マザーファンド
の受益証券

ダ イ ワ・ マ ネ ー
ポートフォリオ・
マザーファンド

円建ての債券

組 入 制 限

当ファンドの投資信託
証 券 組 入 上 限 比 率 無制限

マ ザ ー フ ァ ン ド の
株 式 組 入 上 限 比 率 純資産総額の10％以下

分 配 方 針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買益
（評価益を含みます。）等とし、原則として、信託
財産の成長に資することを目的に、配当等収益の中
から基準価額の水準等を勘案して分配金額を決定し
ます。ただし、配当等収益が少額の場合には、分配
を行なわないことがあります。

運用報告書（全体版）
（決算日　2023年 9 月28日）

第 5 期
（作成対象期間 2023年 3 月29日～2023年 9 月28日）



ポーレン米国グロース株式ファンド（資産成長型） 

決　算　期
基　準　価　額 Ｓ＆Ｐ500指数（税引後

配当込み、円換算） 公 社 債
組 入
比 率

投資信託
受益証券
組入比率

純 資 産
総　 額

（分配落） 税 込
分 配 金

期   中
騰 落 率 （参考指数） 期   中

騰 落 率
円 円 % % % % 百万円

1期末（2021年 9 月28日） 11, 964 0 19. 6 11, 378 13. 8 ─ 98. 1 8, 402 

2 期末（2022年 3 月28日） 11, 379 0 △ 4. 9 12, 871 13. 1 ─ 98. 1 15, 930 

3 期末（2022年 9 月28日） 9, 810 0 △ 13. 8 12, 305 △  4. 4 ─ 98. 4 16, 221 

4 期末（2023年 3 月28日） 9, 644 0 △ 1. 7 12, 190 △  0. 9 ─ 98. 9 17, 385 

5 期末（2023年 9 月28日） 12, 006 0 24. 5 15, 088 23. 8 ─ 98. 9 16, 230 

（注 1）基準価額の騰落率は分配金込み。        
（注 2） Ｓ &Ｐ500指数（税引後配当込み、円換算）は、Ｓ&Ｐ500指数（税引後配当込み、米ドルベース）をもとに円換算し、当ファンド設定日を

10, 000として大和アセットマネジメントが計算したものです。
（注 3）海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前営業日の終値を採用しています。
（注 4）指数値は、指数提供会社により過去に遡って修正される場合があります。上記の指数は直近で知り得るデータを使用しております。
（注 5）公社債組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注 6）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除きます。

設定以来の運用実績

Ｓ＆Ｐ500指数はＳ＆Ｐ Dow Jones Indices LLC またはその関連会社（「ＳＰＤＪＩ」）の商品であり、これの使用ライセンスが大和アセッ
トマネジメント株式会社に付与されています。Ｓ＆Ｐ®、Ｓ＆Ｐ 500®、US 500、The 500、iBoxx®、iTraxx® およびCDX®は、Ｓ＆Ｐ Global,  
Inc. またはその関連会社（「Ｓ＆Ｐ」）の商標です。Dow Jones® は、Dow Jones Trademark Holdings LLC（「Dow Jones」）の登録商
標です。これらの商標の使用ライセンスはＳＰＤＪＩに付与されており、大和アセットマネジメント株式会社により一定の目的でサブライセン
スされています。ポーレン米国グロース株式ファンド（資産成長型）は、ＳＰＤＪＩ、Dow Jones、Ｓ＆Ｐ、またはそれらの各関連会社によっ
て後援、推奨、販売、または販売促進されているものではなく、これらのいずれの関係者も、かかる商品への投資の妥当性に関するいかなる表
明も行わず、Ｓ＆Ｐ500指数のいかなる過誤、遺漏、または中断に対しても一切責任を負いません。
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（円） （億円）

期　首
（2023. 3. 28）

期　末
（2023. 9. 28）

基準価額（左軸）　　　　分配金再投資基準価額（左軸）　　　　純資産総額（右軸）

8, 000
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（注）分配金再投資基準価額は、当作成期首の基準価額をもとに指数化したものです。
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＊ 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを
示すものです。
＊ 分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります（分配金を自動的に再投資するコースがないファンドも
あります）。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

運用経過

基準価額等の推移について 

■基準価額・騰落率
期　首： 9, 644円　  
期　末：12, 006円（分配金 0円）  
騰落率：24. 5％（分配金込み）   

   
■基準価額の主な変動要因

「ポーレン米国株式ファンド」の受益証券を通じて、米国の株式等に投資した結果、米国株式市
況が上昇したことや、為替相場が円安になったことなどがプラスに寄与し、基準価額は上昇しまし
た。くわしくは「投資環境について」をご参照ください。

ポーレン米国グロース株式ファンド（資産成長型）
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ポーレン米国グロース株式ファンド（資産成長型） 

年　月　日
基 準 価 額 Ｓ＆Ｐ500指数（税引後配当

込み、円換算） 公 社 債
組 入 比 率

投 資 信 託
受 益 証 券
組 入 比 率騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率

円 % % % %
（期 首）2023年 3 月28日 9, 644 ─ 12, 190 ─ ─ 98. 9 

3 月末　 10, 022 3. 9 12, 689 4. 1 ─ 98. 6 
4 月末　 10, 222 6. 0 13, 020 6. 8 ─ 99. 1 
5 月末　 11, 156 15. 7 13, 815 13. 3 ─ 99. 4 
6 月末　 12, 010 24. 5 14, 996 23. 0 ─ 99. 0 
7 月末　 12, 277 27. 3 15, 207 24. 7 ─ 99. 5 
8 月末　 12, 599 30. 6 15, 557 27. 6 ─ 98. 9 

（期 末）2023年 9 月28日 12, 006 24. 5 15, 088 23. 8 ─ 98. 9 
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。  
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■当ファンド
今後も、「ポーレン米国株式ファンド」および「ダイワ・マネーポートフォリオ・マザーファン
ド」に投資します。また、「ポーレン米国株式ファンド」への投資割合を高位に維持することを基
本とします。
※ ポーレン米国株式ファンド：アンカー・ポーレン米国株式ファンド（為替ヘッジなし）（適格
機関投資家専用）

前作成期末における「今後の運用方針」

■米国株式市況
米国株式市況は上昇しました。
米国株式市況は、当作成期首より、米国地方銀行の経営破綻に端を発する金融不安の広がりに対
しＦＲＢ（米国連邦準備制度理事会）が緊急融資枠の新設など迅速な対応をしたことで不安が後退
したほか、好調な決算発表やＡＩ（人工知能）関連の半導体企業の強気な業績見通し、債務上限問
題の解決などが好感され、2023年 7 月末にかけて大幅に上昇しました。その後は、原油価格の上昇
やＦＲＢの政策金利見通しが引き上げられたことで、高金利政策が長期化するとの見方が強まった
ほか、米国の予算審議を巡る不透明感から政府機関の閉鎖観測が高まるなど、投資家心理の悪化か
ら、上昇幅を縮小して当作成期末を迎えました。

■為替相場
米ドルは対円で上昇（円安）しました。
米ドル対円為替相場は、当作成期首より、ＦＲＢ（米国連邦準備制度理事会）が政策金利見通し
を引き上げた一方で、日銀は現状の金融緩和政策の維持を決定したことなどから、上昇しました。
2023年 7 月末には、日本の政府要人等による円安けん制発言などを受けて一時下落（円高）する場
面も見られましたが、その後も、米国金利の上昇による日米金利差の拡大が意識されたことで、当
作成期末にかけて米ドルは対円で上昇幅を拡大しました。

投資環境について （2023. 3. 29 ～ 2023. 9. 28）

ポーレン米国グロース株式ファンド（資産成長型）
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■当ファンド
当ファンドは、「ポーレン米国株式ファンド」および「ダイワ・マネーポートフォリオ・マザー
ファンド」に投資するファンド・オブ・ファンズです。当作成期の運用にあたっては、「ポーレン
米国株式ファンド」への投資比率を高位に維持しました。

■ポーレン米国株式ファンド
ポーレン社が米国で30年以上にわたり実践し、その有効性を実証してきた独自の投資基準を用い
て、利益成長の持続性（稼ぎ続けるチカラ）が見込まれる銘柄を厳選し、ポートフォリオを構築し
ました。保有する銘柄の多くは、企業のデジタル化を促進する先進的ソフトウエアの開発や、決
済・広告・流通のテクノロジー・プラットフォームの創出などにより、高い競争優位性を築いてい
るため、中長期的に利益成長を反映した株価上昇を予想し、投資しました。また、景気動向などに
左右されにくい事業構造を持つ銘柄も多いため、株式市場の下落局面で下値抵抗力を示すことを期
待します。

■ダイワ・マネーポートフォリオ・マザーファンド
流動性や資産の安全性に配慮し、コール・ローン等による運用を行いました。

ポートフォリオについて （2023. 3. 29 ～ 2023. 9. 28）

■ポーレン米国株式ファンド
政府による景気対策や中央銀行による金融政策、投資家の心理、その他多くの要因により、株価
は短期的に変動する可能性がありますが、長期的な株価に関しては、企業の利益成長が大きく影響
すると考えています。当ファンドは、「稼ぎ続けるチカラ」が長期的な株価上昇をけん引する、と
の投資哲学に基づき、短期的な株価変動に惑わされず、長期的に利益成長の持続が見込まれる数少
ない銘柄への集中投資を続ける方針です。

■ダイワ・マネーポートフォリオ・マザーファンド
流動性や資産の安全性に配慮し、短期の国債やコール・ローン等による運用を行う方針です。

ポーレン米国グロース株式ファンド（資産成長型） 
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分配金について

当作成期は、信託財産の成長を考慮し、収益分配を見送らせていただきました。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

■分配原資の内訳（ 1万口当り）

項 目
当期

2023年 3 月29日
～2023年 9 月28日

当期分配金（税込み） （円） ━
対基準価額比率 （％） ─
当期の収益 （円） ─
当期の収益以外 （円） ─  

翌期繰越分配対象額 （円） 2, 005 
（注 1） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」
は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

（注 2） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注 3） 当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

（注 4）  投資信託の計理上、「翌期繰越分配対象額」は当該決算期末時点の基準価額
を上回る場合がありますが、実際には基準価額を超える額の分配金をお支
払いすることはございません。

当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設けておりません。
以下のグラフは、当ファンドの基準価額と参考指数との騰落率の対比です。

ベンチマークとの差異について

基準価額
Ｓ&Ｐ500指数
（税引後配当込み、円換算）

（注）基準価額の騰落率は分配金込みです。

（％）

当　期
（2023. 3. 28～2023. 9. 28）

0. 0
5. 0
10. 0
15. 0

25. 0
20. 0

30. 0

ポーレン米国グロース株式ファンド（資産成長型）
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■当ファンド
今後も、「ポーレン米国株式ファンド」および「ダイワ・マネーポートフォリオ・マザーファン
ド」に投資します。また、「ポーレン米国株式ファンド」への投資割合を高位に維持することを基
本とします。

■ポーレン米国株式ファンド
政府による景気対策や中央銀行による金融政策、投資家の心理、その他多くの要因により、株価
は短期的に変動する可能性がありますが、長期的な株価に関しては、企業の利益成長が大きく影響
すると考えています。当ファンドは、「稼ぎ続けるチカラ」が長期的な株価上昇をけん引する、と
の投資哲学に基づき、短期的な株価変動に惑わされず、長期的に利益成長の持続が見込まれる数少
ない銘柄への集中投資を続ける方針です。

■ダイワ・マネーポートフォリオ・マザーファンド
流動性や資産の安全性に配慮し、短期の国債やコール・ローン等による運用を行う方針です。

今後の運用方針

ポーレン米国グロース株式ファンド（資産成長型） 
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1 万口当りの費用の明細

項　　　目
当　期

（2023. 3. 29～2023. 9. 28） 項　　目　　の　　概　　要
金　額 比　率

信 託 報 酬  67円 0. 581％
信託報酬＝当作成期中の平均基準価額×信託報酬率
　　　　　当作成期中の平均基準価額は11, 506円です。

（投信会社）  （21）  （0. 180） 
投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託会社への運用指図、基準価
額の計算、法定書面等の作成等の対価

（販売会社）  （45）  （0. 387） 
販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの
管理、購入後の情報提供等の対価

（受託会社）  （2）  （0. 014） 受託会社分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  ─ ─
売買委託手数料＝当作成期中の売買委託手数料／当作成期中の平均受益
権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税  ─ ─
有価証券取引税＝当作成期中の有価証券取引税／当作成期中の平均受益
権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

そ の 他 費 用  0   0. 004  その他費用＝当作成期中のその他費用／当作成期中の平均受益権口数

（監査費用）  （0）  （0. 004） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

合 　 　 計  67   0. 585  

（注 1） 当作成期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便
法により算出した結果です。

（注 2） 各金額は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 3） 各比率は 1万口当りのそれぞれの費用金額を当作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、小数点第 3位未満を四捨五入

してあります。   
（注 4） 組み入れているマザーファンドがある場合、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当該マザーファンドが支払っ

た金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）がある場合、各
項目の費用は、当該投資信託証券が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「 1万口
当りの費用の明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。 

ポーレン米国グロース株式ファンド（資産成長型）
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総経費率
1. 91%

運用管理費用
（投信会社）
0. 36％

運用管理費用
（販売会社）
0. 77％

運用管理費用
0. 74％

投資先ファンド
0. 75％

当ファンド
1. 16％

運用管理費用以外
0. 01％

運用管理費用
（受託会社）
0. 03％

その他費用
0. 01％

参考情報

総経費率　（　①　+　②　+　③　）  1. 91%
①当ファンドの費用の比率 1. 16%
②投資先ファンドの運用管理費用の比率 0. 74%
③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 0. 01%

（注 1）投資先ファンドとは、当ファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）です。
（注 2）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注 3）投資先ファンドにおいて、上記以外に含まれていない費用は認識しておりません。
（注 4）各比率は、年率換算した値です。
（注 5）①の費用は、 1万口当りの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注 6）①の費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。
（注 7）①の費用と②③の費用は、計上された期間が異なる場合があります。
（注 8）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率と異なります。

■総経費率
　当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額を、期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（ 1口当り）
を乗じた数で除した総経費率（年率）は1. 91％です。

ポーレン米国グロース株式ファンド（資産成長型） 
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ポーレン米国グロース株式ファンド（資産成長型）

■利害関係人との取引状況等

当作成期中における利害関係人との取引はありません。

■組入資産明細表
（1） ファンド・オブ・ファンズが組入れた邦貨建ファン

ドの明細

ファンド名
当　期　末

口　　数 評 価 額 比　　率
国内投資信託受益証券 千口 千円 % 
アンカー・ポーレン米国株式
ファンド（為替ヘッジなし）
（適格機関投資家専用）

12, 976, 458. 613 16, 058, 367 98. 9 

（注 1）比率欄は、純資産総額に対する評価額の比率。
（注 2）評価額の単位未満は切捨て。

■売買および取引の状況
投資信託受益証券

（2023年 3 月29日から2023年 9 月28日まで）
買　　付 売　　付

口　数 金　額 口　数 金　額

国

内

アンカー・ポーレン
米国株式ファンド
（為替ヘッジなし）
（適格機関投資家専用）

千口 千円 千口 千円

─ ─ 4, 463, 715. 477 5, 493, 000 

（注 1）金額は受渡し代金。   
（注 2）金額の単位未満は切捨て。 

（2）親投資信託残高

種　 　類
期     首 当   期   末
口　　数 口　　数 評 価 額

千口 千口 千円 
ダイワ・マネーポートフォリオ・
マザーファンド 0 0 0 

（注）単位未満は切捨て。

■投資信託財産の構成
2023年 9 月28日現在

項　　　　　　目 当  期  末
評　価　額 比　　率

千円 %
投資信託受益証券 16, 058, 367 98. 2 
ダイワ・マネーポートフォリオ・マザーファンド 0 0. 0 
コール・ローン等、その他 302, 035 1. 8 
投資信託財産総額 16, 360, 403 100. 0 
（注）評価額の単位未満は切捨て。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2023年 9 月28日現在

項　　　目 当　期　末
（Ａ）資産 16, 360, 403, 905円

コール・ローン等 302, 035, 373  
投資信託受益証券（評価額） 16, 058, 367, 533  
ダイワ・マネーポートフォリオ・
マザーファンド（評価額） 999  

（Ｂ）負債 130, 269, 309  
未払解約金 21, 771, 687  
未払信託報酬 107, 728, 230  
その他未払費用 769, 392  

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 16, 230, 134, 596  
元本 13, 518, 807, 735  
次期繰越損益金 2, 711, 326, 861  

（Ｄ）受益権総口数 13, 518, 807, 735口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 12, 006円

＊ 期首における元本額は18, 025, 835, 613円、当作成期間中における追加設定元本額
は1, 358, 529, 698円、同解約元本額は5, 865, 557, 576円です。 
＊当期末の計算口数当りの純資産額は12, 006円です。 
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ポーレン米国グロース株式ファンド（資産成長型） 

■損益の状況
当期　自2023年 3 月29日　至2023年 9 月28日

項　　　目 当　　　期
（Ａ）配当等収益 △  56, 808円

受取利息 12, 444  
支払利息 △  69, 252  

（Ｂ）有価証券売買損益 3, 097, 119, 343  
売買益 4, 232, 629, 217  
売買損 △  1, 135, 509, 874  

（Ｃ）信託報酬等 △  108, 497, 622  
（Ｄ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 2, 988, 564, 913  
（Ｅ）前期繰越損益金 △  1, 886, 478, 363  
（Ｆ）追加信託差損益金 1, 609, 240, 311  
（配当等相当額） （ 1, 111, 378, 430） 
（売買損益相当額） （ 497, 861, 881） 

（Ｇ）合計（D＋Ｅ＋Ｆ） 2, 711, 326, 861  
次期繰越損益金（Ｇ） 2, 711, 326, 861  
追加信託差損益金 1, 609, 240, 311  
（配当等相当額） （ 1, 111, 378, 430） 
（売買損益相当額） （ 497, 861, 881） 
分配準備積立金 1, 102, 143, 358  
繰越損益金 △  56, 808  

（注 1） 信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。 

（注 2） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。 

（注 3） 収益分配金の計算過程は下記「収益分配金の計算過程（総額）」をご参照
ください。

■収益分配金の計算過程（総額）
項　　　目 当　　　期

（ａ）経費控除後の配当等収益  0円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益 696, 398, 911　
（ｃ）収益調整金 1, 609, 240, 311　
（ｄ）分配準備積立金 405, 744, 447　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 2, 711, 383, 669　
（ｆ）分配金  0　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 2, 711, 383, 669　
（ｈ）受益権総口数 13, 518, 807, 735口
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ダイワ・マネーポートフォリオ・マザーファンド

■ダイワ・マネーポートフォリオ・マザーファンドの主要な売買銘柄

　2023年 3 月29日～2023年 9 月28日における主要な売買銘柄はありません。

■組入資産明細表

2023年 9 月28日現在、有価証券等の組み入れはありません。

＜補足情報＞
　当ファンド（ポーレン米国グロース株式ファンド（資産成長型））が投資対象としている「ダイワ・マネーポート
フォリオ・マザーファンド」の決算日（2022年12月 9 日）と、当ファンドの決算日が異なっておりますので、当ファン
ドの決算日（2023年 9 月28日）現在におけるダイワ・マネーポートフォリオ・マザーファンドの組入資産の内容等を掲
載いたしました。
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1

大和アセットマネジメント株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目９番１号
https://www.daiwa-am.co.jp/

ダイワ・マネーポートフォリオ・マザーファンド

運用報告書　第14期（決算日　2022年12月９日）

（作成対象期間　2021年12月10日～2022年12月９日）

ダイワ・マネーポートフォリオ・マザーファンドの運用状況をご報告申し上げます。

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
運 用 方 針 安定した収益の確保をめざして安定運用を行ないます。
主 要 投 資 対 象 円建ての債券
株 式 組 入 制 限 純資産総額の10％以下
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2

ダイワ・マネーポートフォリオ・マザーファンド

年 月 日
基 準 価 額 公 社 債

組 入 比 率騰 落 率
円 ％ ％

(期首)2021年12月９日 10,021 － －
12月末 10,021 0.0 －

2022年１月末 10,021 0.0 －
２月末 10,021 0.0 －
３月末 10,020 △0.0 －
４月末 10,020 △0.0 －
５月末 10,020 △0.0 －
６月末 10,020 △0.0 －
７月末 10,020 △0.0 －
８月末 10,019 △0.0 －
９月末 10,019 △0.0 －
10月末 10,018 △0.0 －
11月末 10,018 △0.0 －

(期末)2022年12月９日 10,017 △0.0 －
（注１）騰落率は期首比。
（注２）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除

きます。
（注３）当ファンドは、安定した収益の確保をめざして安定運用を行っており、ベ

ンチマークおよび参考指数はありません。

《運用経過》
◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】
　期首：10,021円　期末：10,017円　騰落率：△0.0％
【基準価額の主な変動要因】
　コール・ローン等の利回りがマイナス圏で推移したことなどから、
基準価額は下落しました。
◆投資環境について
○国内短期金融市況
　当作成期を通じて、日銀は長短金利操作付き量的・質的金融緩和
を維持しました。この金融政策を背景に、国庫短期証券（３カ月
物）の利回りおよび無担保コール翌日物金利はマイナス圏で推移し
ました。

■当作成期中の基準価額と市況等の推移
（円）

10,016

10,017

10,018

10,019

10,020

10,021

10,022

期　首
（2021.12.９）

期　末
（2022.12.９）

基準価額

◆前作成期末における「今後の運用方針」
　流動性や資産の安全性に配慮し、短期の国債やコール・ローン等に
よる運用を行う方針です。
◆ポートフォリオについて
　流動性や資産の安全性に配慮し、コール・ローン等による運用を行
いました。
◆ベンチマークとの差異について
　当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークおよび
参考指数を設けておりません。

《今後の運用方針》
　流動性や資産の安全性に配慮し、短期の国債やコール・ローン等によ
る運用を行う方針です。

■１万口当りの費用の明細
項 目 当 期

売買委託手数料 －円
有価証券取引税 －
その他費用 －

合　　計 －
（注１）費用の項目および算出法については前掲しております項目の概要をご参照

ください。
（注２）項目ごとに円未満を四捨五入してあります。

■売買および取引の状況

当作成期中における売買および取引はありません。

■主要な売買銘柄

当作成期中における主要な売買銘柄はありません。

■投資信託財産の構成
2022年12月９日現在

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率
千円 ％

コール・ローン等、その他 44,934,654 100.0
投資信託財産総額 44,934,654 100.0
（注）評価額の単位未満は切捨て。

■組入資産明細表

当作成期末における有価証券等の組み入れはありません。

ダイワ・マネーポートフォリオ・マザーファンド
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ダイワ・マネーポートフォリオ・マザーファンド

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2022年12月９日現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資産 44,934,654,863円

コール・ローン等 44,934,654,863
(Ｂ) 負債 1,205,058

未払解約金 1,205,058
(Ｃ) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 44,933,449,805

元本 44,855,160,815
次期繰越損益金 78,288,990

(Ｄ) 受益権総口数 44,855,160,815口
１万口当り基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,017円

＊期首における元本額は94,938,109,576円、当作成期間中における追加設定元本
額は94,531,696,979円、同解約元本額は144,614,645,740円です。
＊当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額：
ダイワ米ドル・ブルファンド（適格機関投資家専用） 3,974,859,681円
ダイワ米ドル・ベアファンド（適格機関投資家専用） 9,984,542,130円
ダイワ・マネーポートフォリオ（ＦＯＦｓ用）（適格機関投資家専用） 1,089,639円
ダイワＪリートベア・ファンド（適格機関投資家専用） 2,083,616,103円
米国国債プラス日本株式ファンド2021－01（部分為替ヘッジあり／適格機関投資家専用） 1,518,511円
米国国債プラス日本株式ファンド2021－07（部分為替ヘッジあり／適格機関投資家専用） 9,980,330円
ダイワ／バリュー・パートナーズ　チャイナ・ヘルスケア・フォーカス 9,976円
通貨選択型　米国リート・αクワトロ（毎月分配型） 159,141円
通貨選択型アメリカン・エクイティ・αクワトロ（毎月分配型） 159,141円
オール・マーケット・インカム戦略（資産成長重視コース） 9,963円
オール・マーケット・インカム戦略（奇数月定額分配コース） 9,963円
オール・マーケット・インカム戦略（奇数月定率分配コース） 9,963円
オール・マーケット・インカム戦略（予想分配金提示型コース） 9,963円
ＮＹダウ・トリプル・レバレッジ 1,486,750,161円
世界セレクティブ株式オープン（為替ヘッジあり／年１回決算型） 998円
世界セレクティブ株式オープン（為替ヘッジあり／年２回決算型） 998円
ＦＡＮＧ＋ブルベア・マネーポートフォリオ 992,420円
ポーレン米国グロース株式ファンド（資産成長型） 998円
ポーレン米国グロース株式ファンド（予想分配金提示型） 998円
トレンド・キャッチ戦略ファンド 9,977円
ＡＨＬターゲットリスク・ライト戦略ファンド（適格機関投資家専用） 8,364,886,518円
ダイワＪＧＢベア・ファンド２（適格機関投資家専用） 18,942,942,107円
ダイワ／ロジャーズ国際コモディティＴＭ・ファンド 2,417,017円
ダイワ／フィデリティ・アジア・ハイ・イールド債券ファ
ンド（通貨選択型）日本円・コース（毎月分配型） 998円
ダイワ／フィデリティ・アジア・ハイ・イールド債券ファン
ド（通貨選択型）ブラジル・レアル・コース（毎月分配型） 998円
ダイワ／フィデリティ・アジア・ハイ・イールド債券ファ
ンド（通貨選択型）アジア通貨・コース（毎月分配型） 998円
ダイワ豪ドル建て高利回り証券α（毎月分配型） 9,949円
ダイワ米国国債７－10年ラダー型ファンド・マネーポートフォリオ　－　ＵＳトライアングル　－ 997,374円
ダイワ豪ドル建て高利回り証券ファンド　－予想分配金提示型－ 173,802円

＊当期末の計算口数当りの純資産額は10,017円です。

■損益の状況
当期　自2021年12月10日　至2022年12月９日

項 目 当 期
(Ａ) 配当等収益 △ 16,492,067円

支払利息 △ 16,492,067
(Ｂ) 当期損益金(Ａ) △ 16,492,067
(Ｃ) 前期繰越損益金 201,304,649
(Ｄ) 解約差損益金 △293,300,613
(Ｅ) 追加信託差損益金 186,777,021
(Ｆ) 合計(Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) 78,288,990

次期繰越損益金(Ｆ) 78,288,990
（注１）解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。
（注２）追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る

場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

ダイワ・マネーポートフォリオ・マザーファンド
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運用報告書に関するお問い合わせ先 
ノーザン・トラスト・グローバル・インベストメンツ株式会社 
業務部 
〒106－0032 東京都港区六本木一丁目９－10 

アークヒルズ仙石山森タワー 
電話番号：03－5575－5780 
受付時間：営業日の午前９時～午後５時 
ホームページ：www.northerntrust.jp/ 

  
アンカー・ポーレン 
米国株式ファンド 
（為替ヘッジなし） 
（適格機関投資家専用）

 

運用報告書（全体版） 
第３期（決算日 2023年８月31日） 

 
受益者のみなさまへ 
 
毎々格別のお引き立てにあずかり厚くお礼

を申し上げます。 
さて、「アンカー・ポーレン米国株式ファ

ンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専
用）」は、去る2023年８月31日に第３期の
決算を行いましたので期中の運用状況をご報
告申し上げます。 
今後とも一層のご愛顧を賜りますようお願

い申し上げます。 
 

  

当ファンドの仕組みは次の通りです。 
商 品 分 類 追加型投信／海外／株式 
信 託 期 間 無期限 

運 用 方 針 

アンカー・ポーレン米国株式マザーファンドの受益証券への
投資を通じて、信託財産の成長を目指して運用を行います。 
実質組入外貨建資産については、原則として為替ヘッジを行
いません。 

主要運用 
対 象 

アンカー・ポーレン米国 
株 式 フ ァ ン ド 
( 為 替 ヘ ッ ジ な し ) 
( 適 格 機関投資家専用 ) 

アンカー・ポーレン米国株式マザーファンド受益証券 

アンカー・ポーレン米国 
株 式 マ ザ ー フ ァ ン ド 

海外の金融商品取引所に上場している企業の株式等※ 
 
※DR（預託証券）、リート（不動産投資信託証券）等を含み
ます。 

マ ザ ー フ ァ ン ド 
の 運 用 方 法 

１．主として米国株式等の中から、徹底した個別企業調査を
通じて、利益成長の持続性についての確信度が高い銘柄に
投資を行います。 
２．ポートフォリオの構築にあたっては、確信度の高い銘柄
に対して厳選投資を行います。 
３．外貨建資産については、原則として為替ヘッジは行いま
せん。 
４．資金動向、市場動向等によっては、上記のような運用が
できない場合があります。 
５．ポーレン・キャピタル・マネジメント・エル・エル・シー
に外貨建資産の運用の指図に関する権限を委託します。 

組入制限 

アンカー・ポーレン米国 
株 式 フ ァ ン ド 
( 為 替 ヘ ッ ジ な し ) 
(適格機関投資家専用) 

１．アンカー・ポーレン米国株式マザーファンド（以下、
「マザーファンド」）の受益証券への投資割合には制限を
設けません。 
２．株式等※への直接投資は、原則として行いません。 
※DR（預託証券）、リート（不動産投資信託証券）等を含
みます。以下同じ。 

３．マザーファンドを通じて行う一般社団法人投資信託協会
規則に定める一の者に係る株式等エクスポージャー、債券等
エクスポージャーおよびデリバティブ等エクスポージャーの
信託財産の純資産総額に対する比率は、原則としてそれぞ
れ10％、合計で20％を超えないものとし、当該比率を超え
ることとなった場合には、同規則にしたがい当該比率以内
となるよう調整を行います。 
４．マザーファンドを通じて行う投資信託証券（上場投資信
託は除きます。）への投資割合は、信託財産の純資産総額
の５％以内とします。 
５．デリバティブ取引は、原則として行いません。 

アンカー・ポーレン米国 
株 式 マ ザ ー フ ァ ン ド 

１．株式等への投資割合には、制限を設けません。 
２．一般社団法人投資信託協会規則に定める一の者に係る株
式等エクスポージャー、債券等エクスポージャーおよびデ
リバティブ等エクスポージャーの信託財産の純資産総額に
対する比率は、原則としてそれぞれ10％、合計で20％を超
えないものとし、当該比率を超えることとなった場合に
は、同規則にしたがい当該比率以内となるよう調整を行い
ます。 
３．投資信託証券（上場投資信託証券を除きます。）への投
資割合は、信託財産の純資産総額の５％以内とします。 
４．デリバティブ取引は、原則として行いません。 

分 配 方 針 

収益分配金額は、分配対象額の範囲（経費控除後の配当等収
益（マザーファンドの信託財産に属する配当等収益のうち信
託財産に属するとみなした額（以下「みなし配当等収益」と
いいます。））および売買益（評価益を含み、みなし配当等
収益を控除して得た額をいいます。）等の全額）内で委託会
社が基準価額水準、市況動向等を勘案して決定します。但
し、必ず分配を行うものではありません。 
尚、留保益の運用については特に制限を設けず、委託者の判
断に基づき、元本部分と同一の運用を行います。 

当ファンドは、ファミリーファンド方式で運用を行います。ファミリーファンド方式とは、
受益者からの資金をまとめてベビーファンド（当ファンド）とし、その資金を主としてマザー
ファンドの受益証券に投資して、実質的な運用をマザーファンドで行う仕組みです。  
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アンカー・ポーレン米国株式ファンド 

1 

≪アンカー・ポーレン米国株式ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）≫ 
 

 
 

決  算  期 
基 準 価 額 参 考 指 数 

株  式 
組入比率 

純資産 
総 額  税 込 

分配金 
期 中 
騰落率  期 中 

騰落率 
（設 定 日） 円 円 ％  ％ ％ 百万円 

（2021年３月30日） 10,000 － － 10,000 － － 5,040 
１期（2021年８月31日） 12,268 － 22.7 11,456 14.6 97.7 7,965 
２期（2022年８月31日） 10,617 － △13.5 12,853 12.2 98.6 20,458 
３期（2023年８月31日） 12,977 － 22.2 15,538 20.9 97.4 21,335 
（注） 参考指数としてS&P500 トータル・リターン・インデックス（税引後配当込み、円換算、2021年３月30日を10,000とする。）を使用してい

ます。基準日前営業日の米ドル建て指数を基準日の対顧客電信売買相場仲値を用いて当社が独自に円換算しています。 

  

アンカー・ポーレン米国株式ファンド

17



��

 

アンカー・ポーレン米国株式ファンド

2

《運用経過》 
 

 
 

 
 
■基準価額・騰落率 
期 首：10,617円 
期 末：12,977円 
騰落率：22.2％ 

■組入ファンドの当期間中の騰落率 
組入ファンド 騰落率 

アンカー・ポーレン米国株式マザーファンド 23.1％ 
 

 
■基準価額の主な変動要因 
株式がプラスに寄与したことから、基準価額は上昇しました。株式では、情報技術やコミュニケーショ
ン・サービスセクターでの保有銘柄が値上がりしたことが主なプラス要因となりました。くわしくは
「投資環境について」をご参照ください。   
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アンカー・ポーレン米国株式ファンド 

3 

年  月  日 
基 準 価 額 参 考 指 数 株  式 

組入比率  騰 落 率  騰 落 率 
（期   首） 円 ％  ％ ％ 
2022年 ８ 月31日 10,617 － 12,853 － 98.6 

 ９ 月末 10,054 △ 5.3 12,275 △ 4.5 97.6 
10月末 10,761 1.4 13,477 4.9 94.5 
11月末 9,727 △ 8.4 12,823 △ 0.2 95.2 
12月末 9,070 △14.6 11,931 △ 7.2 98.2 

2023年 １ 月末 9,813 △ 7.6 12,253 △ 4.7 98.3 
 ２ 月末 9,840 △ 7.3 12,705 △ 1.1 98.7 
 ３ 月末 10,247 △ 3.5 12,673 △ 1.4 98.6 
 ４ 月末 10,463 △ 1.5 13,004 1.2 98.5 
 ５ 月末 11,440 7.8 13,798 7.3 98.8 
 ６ 月末 12,333 16.2 14,978 16.5 98.7 
 ７ 月末 12,627 18.9 15,188 18.2 96.7 

（期   末）      
2023年 ８ 月31日 12,977 22.2 15,538 20.9 97.4 

（注） 騰落率は期首比。 
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4

 
 
○米国株式市況 
当期の米国株式市場は、期首と比べて上昇しました。期初は、予想を上回る米消費者物価指数を受け
て、ＦＲＢ（米連邦準備制度理事会）による大幅な利上げの継続とそれに伴う景気悪化懸念が意識され
たことから下落して始まりました。その後、ＦＲＢによる金融引き締めペースの鈍化観測が強まったこ
となどから反発して上昇基調となる中、パウエルＦＲＢ議長が利上げの最終到達点が従来想定を上回る
可能性について言及したことや、ＦＯＭＣ（米連邦公開市場委員会）で当局のタカ派姿勢が鮮明になっ
たことなどから、年末にかけて頭の重い展開となりました。年明け以降は、良好な米経済指標や中国の
「ゼロコロナ」政策の事実上解除による同国経済の回復期待などを背景に反発し、その後米中堅銀行の
経営破綻による米国金融システム不安の高まりなどを受けて下落する局面もあったものの、良好な米経
済指標や米企業決算などを背景に、堅調に推移しました。期末には、中国不動産大手の破綻申請を受け
て中国経済への不安が高まったことなどから下落し、若干水準を調整して終わりました。 
○為替相場 
当期の米ドル円相場は円安米ドル高となりました。期初、日米金融当局間での金融政策の方向性の違
いが意識されたことなどから、急速に米ドルが買い進まれ、32年ぶりとなる150円を上回る水準まで
上昇したものの、その後ＦＲＢによる利上げ幅の縮小・打ち止め観測が強まったことなどから、年明け
にかけて続落する展開となりました。しかしその後は、良好な米経済指標やＦＲＢ高官のタカ派的発言
が相次いだことなどから再び米ドル買いが優勢となり、米ドルは期首末を上回る水準まで上昇しました。 
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5 

 
 
「アンカー・ポーレン米国株式マザーファンド」の受益証券への投資を行います。 
 

 
 
○当ファンド 
「アンカー・ポーレン米国株式マザーファンド」の受益証券への投資を行いました。 

○アンカー・ポーレン米国株式マザーファンド 
ポーレン社が米国で30年以上にわたり実践し、その有効性を実証してきた独自の投資基準を用いて、
利益成長の持続性（稼ぎ続けるチカラ）が見込まれる銘柄を厳選し、ポートフォリオを構築しました。
保有する銘柄の多くは、企業のデジタル化を促進する先進的ソフトウェアの開発や、決済・広告・流通
のテクノロジー・プラットフォームの創出などにより高い競争優位性を築いているため、中長期的に利
益成長を反映した株価上昇を予想しています。また、景気動向などに左右されにくい事業構造を持つ銘
柄も多いため、株式市場の下落局面で下値抵抗力を示すことを期待しています。 
 

 
 
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けておりません。 
以下のグラフは、当ファンドの基準価額と参考指数の騰落率の対比です。参考指数は米国株式市場の動
向を表す代表的な指数として掲載しております。 

 

  

0.0
5.0
10.0
15.0
20.0
25.0
30.0
(％)

第３期
（2022.9.1～2023.8.31）

基準価額 
S&P500 トータル・リターン・ 
インデックス 
（税引後配当込み、円換算）�

アンカー・ポーレン米国株式ファンド

21



��

 

アンカー・ポーレン米国株式ファンド

6

 
 
当期は、運用財産の成長を目指すファンドの基本方針に鑑みて、配当を行うのではなく再投資に振り向
けることにより信託財産の一層の成長を目指すこととし、収益分配を見送らせて頂きました。 
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させて頂きます。 
 
■分配原資の内訳（１万口当り） 

項    目 
当   期 

2022年９月１日 
～2023年８月31日 

当期分配金（税込） (円) 0 
 
対基準価額比率 (％) － 
当期の収益 (円) － 
当期の収益以外 (円) － 

翌期繰越分配対象額 (円) 3,263 
（注１） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以
外」は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額
です。 

（注２） 円未満は切り捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配
金（税込）に合致しない場合があります。 

（注３） 当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込）の期末基準価額（分配
金込）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。 

 

 
 

《今後の運用方針》 

○当ファンド 
「アンカー・ポーレン米国株式マザーファンド」の受益証券への投資を行い、信託財産の成長を目指
して運用を行います。 
○アンカー・ポーレン米国株式マザーファンド 
足元ではインフレが沈静化の傾向にあり、ＦＲＢは利上げペースを調整していることから、株式市場
の注目点は個別の企業業績に移行しており、当ファンド保有銘柄が持つ利益成長の持続性、すなわち
「稼ぎ続けるチカラ」が評価されると期待しています。当ファンドは、引き続き、「稼ぎ続けるチカラ」
が長期的な株価上昇をけん引する、との投資哲学に基づき、短期的な株価変動に惑わされず、長期的に
利益成長の持続が見込まれる数少ない銘柄への集中投資を続ける方針です。   

アンカー・ポーレン米国株式ファンド
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項     目 

第３期 

項  目  の  概  要 (2022.９.１～2023.８.31) 

金  額 比  率 

（ａ）信託報酬 79円 0.743％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 期中の平均基準価額は10,582円です。 

（投信会社） (76) (0.716) 投信会社分は、委託した資金の運用の対価 

（販売会社） (0) (0.001) 販売会社分は、交付運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの管理、購入後の情報提供等の対価 

（受託銀行） (3) (0.026) 受託銀行分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（ｂ）募集手数料 － －  

（ｃ）売買委託手数料 1 0.007 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権総口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

（株式） (1) (0.007)  

（ｄ）有価証券取引税 － － 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

（ｅ）その他費用 1 0.011 その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数 

（保管費用） (1) (0.007) 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および資金の送金・資産の移転等に要する費用 

（監査費用） (0) (0.004) 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

（その他） (0) (0.000)  

合     計 81 0.761  
（注１） 期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により算出した結果です。なお、売買委

託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。 
（注２） 金額欄は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
（注３） 比率欄は「１万口当りのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
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アンカー・ポーレン米国株式ファンド

■売買及び取引の状況 
（2022年９月１日から2023年８月31日まで） 

投資信託受益証券 

 設    定 解    約 
口   数 金   額 口   数 金   額 

 千口 千円 千口 千円 
アンカー・ポーレン 
米国株式マザーファンド 2,046,076 2,096,400 4,964,037 6,068,154 

（注） 単位未満は切捨て。 
 
■株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合 

（2022年９月１日から2023年８月31日まで） 

項       目 当          期 
アンカー・ポーレン米国株式マザーファンド 

(ａ) 期中の株式売買金額 15,246,325千円 
(ｂ) 期中の平均組入株式時価総額 20,819,047千円 
(ｃ) 売買高比率 (ａ)／(ｂ) 0.73 
（注１）(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 
（注２）単位未満は切捨て。  
■利害関係人との取引状況 
当ファンドにおける期中の利害関係人との取引状況 
当期中における利害関係人との取引はありません。 

 
■組入資産明細表 

（2023年８月31日現在） 

 期首(前期末) 当  期  末 
口  数 口  数 評 価 額 

 千口 千口 千円 
アンカー・ポーレン米国株式マザーファンド 19,098,898 16,180,937 21,378,254 
（注） 単位未満は切捨て。 
 
■投資信託財産の構成 

（2023年８月31日現在） 

項       目 当   期   末 
評  価  額 比     率 

 千円 ％ 
アンカー・ポーレン米国株式マザーファンド 21,378,254 99.5 
コール・ローン等、その他 105,010 0.5 
投資信託財産総額 21,483,264 100.0 
（注１）単位未満は切捨て。 
（注２）外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦

貨換算したものです。なお、８月31日における邦貨換算レートは、１米
ドル＝146.20円です。 

（注３）アンカー・ポーレン米国株式マザーファンドにおいて、期末における外貨
建純資産（21,439,563千円）の投資信託財産総額（21,483,115千円）
に対する比率は99.8％です。 

■資産、負債、元本および基準価額の状況 
（2023年８月31日現在） 

項         目 当  期  末 
(Ａ) 資産 21,483,264,667円 

コール・ローン等 9,803 
アンカー・ポーレン米国株式 
マザーファンド（評価額） 21,378,254,864 

未収入金 105,000,000 
(Ｂ) 負債 147,532,416 

未払解約金 104,999,999 
未払信託報酬 41,762,417 
その他未払費用 770,000 

(Ｃ) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 21,335,732,251 
元本 16,441,669,528 
次期繰越損益金 4,894,062,723 

(Ｄ) 受益権総口数 16,441,669,528口 
１万口当り基準価額(Ｃ／Ｄ) 12,977円 

＊期首における元本額19,268,950,964円、当期中における追加設定元本額
2,071,779,894円、同解約額4,899,061,330円 
＊当期末の計算口数当りの純資産総額は1.2977円です。 
 
■損益の状況 

当期（自2022年９月１日 至2023年８月31日） 
項         目 当     期 

(Ａ) 有価証券売買損益 4,115,405,834円 
売買益 4,814,779,762 
売買損 △ 699,373,928 

(Ｂ) 信託報酬等 △ 158,875,022 
(Ｃ) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) 3,956,530,812 
(Ｄ) 前期繰越損益金 △ 893,528,218 
(Ｅ) 追加信託差損益金 1,831,060,129 

(配当等相当額) ( 2,302,022,573) 
(売買損益相当額) (△ 470,962,444) 

(Ｆ) 合計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) 4,894,062,723 
次期繰越損益金(Ｆ) 4,894,062,723 
追加信託差損益金 1,831,060,129 
(配当等相当額) ( 2,302,676,709) 
(売買損益相当額) (△ 471,616,580) 
分配準備積立金 3,063,002,594 

（注１）信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しております。 
（注２） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る

場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。 
（注３） 分配金の計算過程 

計算期間末に、費用控除後の配当等収益額69,234,946円（１万口当り
42.10円）、有価証券売買等損益2,061,239,931円（１万口当り
1,253.67円）、収益調整金額2,302,676,709円（１万口当り1,400.51円）
及び、分配準備積立金932,527,717円（１万口当り567.18円）から分配
対象収益額は5,365,679,303円（１万口当り3,263円）となりますが、
分配を行いませんでした。 
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運用報告書に関するお問い合わせ先 
ノーザン・トラスト・グローバル・インベストメンツ株式会社 
業務部 
〒106－0032 東京都港区六本木一丁目９－10 

アークヒルズ仙石山森タワー 
電話番号：03－5575－5780 
受付時間：営業日の午前９時～午後５時 
ホームページ：www.northerntrust.jp/ 

  

 

アンカー・ポーレン 
米国株式マザーファンド

 
 

運用報告書 
第３期（決算日 2023年８月31日） 

 
受益者のみなさまへ 
 
毎々格別のお引き立てにあずかり厚くお礼

を申し上げます。 
さて、「アンカー・ポーレン米国株式マ

ザーファンド」は、去る2023年８月31日に
第３期の決算を行いましたので期中の運用状
況をご報告申し上げます。 
今後とも一層のご愛顧を賜りますようお願

い申し上げます。 
 

  

当ファンドの仕組みは次の通りです。 
運 用 方 針 信託財産の成長を目指して運用を行います。 

主要運用対象 

海外の金融商品取引所に上場している企業の株式
等※ 
※DR（預託証券）、リート（不動産投資信託
証券）等を含みます。 

運 用 方 法 

１．主として米国株式等の中から、徹底した個別
企業調査を通じて、利益成長の持続性について
の確信度が高い銘柄に投資を行います。 
２．ポートフォリオの構築にあたっては、確信度
の高い銘柄に対して厳選投資を行います。 

３．外貨建資産については、原則として為替ヘッ
ジは行いません。 

４．資金動向、市場動向等によっては、上記のよ
うな運用ができない場合があります。 

５．ポーレン・キャピタル・マネジメント・エ
ル・エル・シーに外貨建資産の運用の指図に関
する権限を委託します。 

組 入 制 限 

１．株式等への投資割合には、制限を設けません。 
２．一般社団法人投資信託協会規則に定める一の
者に係る株式等エクスポージャー、債券等エク
スポージャーおよびデリバティブ等エクスポー
ジャーの信託財産の純資産総額に対する比率
は、原則としてそれぞれ10％、合計で20％を
超えないものとし、当該比率を超えることとな
った場合には、同規則にしたがい当該比率以内
となるよう調整を行います。 

３．投資信託証券（上場投資信託証券を除きま
す。）への投資割合は、信託財産の純資産総額
の５％以内とします。 

４．デリバティブ取引は、原則として行いません。  
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■設定以来の運用実績 

決  算  期 
基 準 価 額 参 考 指 数 

株  式 
組入比率 

純資産 
総 額  期 中 

騰落率  期 中 
騰落率 

（設 定 日） 円 ％  ％ ％ 百万円 
（2021年３月30日） 10,000 － 10,000 － － 5,040 

１期（2021年８月31日） 12,319 23.2 11,456 14.6 97.6 7,978 
２期（2022年８月31日） 10,732 △12.9 12,853 12.2 98.4 20,497 
３期（2023年８月31日） 13,212 23.1 15,538 20.9 97.2 21,378 
（注） 参考指数としてS&P500 トータル・リターン・インデックス（税引後配当込み、円換算、2021年３月30日を10,000とする。）を使用してい

ます。基準日前営業日の米ドル建て指数を基準日の対顧客電信売買相場仲値を用いて当社が独自に円換算しています。  
■当期中の基準価額と市況等の推移 

  
年  月  日 基 準 価 額 参 考 指 数 株  式 

組入比率  騰 落 率  騰 落 率 
（期   首） 円 ％  ％ ％ 
2022年 ８ 月31日 10,732 － 12,853 － 98.4 

 ９ 月末 10,168 △ 5.3 12,275 △ 4.5 97.6 
10月末 10,891 1.5 13,477 4.9 94.4 
11月末 9,852 △ 8.2 12,823 △ 0.2 95.0 
12月末 9,190 △14.4 11,931 △ 7.2 98.1 

2023年 １ 月末 9,950 △ 7.3 12,253 △ 4.7 98.2 
 ２ 月末 9,983 △ 7.0 12,705 △ 1.1 98.4 
 ３ 月末 10,403 △ 3.1 12,673 △ 1.4 98.5 
 ４ 月末 10,629 △ 1.0 13,004 1.2 98.3 
 ５ 月末 11,627 8.3 13,798 7.3 98.6 
 ６ 月末 12,542 16.9 14,978 16.5 98.6 
 ７ 月末 12,849 19.7 15,188 18.2 96.6 

（期   末）      
2023年 ８ 月31日 13,212 23.1 15,538 20.9 97.2 

（注） 騰落率は期首比。   

8,000
9,000
10,000
11,000
12,000
13,000
14,000
15,000
16,000
(円)

期 首
（2022.8.31）

期 末
（2023.8.31）

基準価額
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《運用経過》 
◆基準価額等の推移について 
【基準価額・騰落率】 
期首：10,732円 期末：13,212円 騰落率：23.1％ 

【基準価額の主な変動要因】 
株式がプラスに寄与し、基準価額は上昇しました。株式では、情
報技術やコミュニケーション・サービスセクターでの保有銘柄が値
上がりしたことが主なプラス要因となりました。くわしくは「投資
環境について」をご参照ください。 

 
◆投資環境について 
○米国株式市況 
当期の米国株式市場は、期首と比べて上昇しました。期初は、予
想を上回る米消費者物価指数を受けて、FRB（米連邦準備制度理事会）
による大幅な利上げの継続とそれに伴う景気悪化懸念が意識されたこ
とから下落して始まりました。その後、FRBによる金融引き締めペー
スの鈍化観測が強まったことなどから反発して上昇基調となる中、
パウエルFRB議長が利上げの最終到達点が従来想定を上回る可能性に
ついて言及したことや、FOMC（米連邦公開市場委員会）で当局の
タカ派姿勢が鮮明になったことなどから、年末にかけて頭の重い展
開となりました。年明け以降は、良好な米経済指標や中国の「ゼロ
コロナ」政策の事実上解除による同国経済の回復期待などを背景に
反発し、その後米中堅銀行の経営破綻による米国金融システム不安
の高まりなどを受けて下落する局面もあったものの、良好な米経済
指標や米企業決算などを背景に、堅調に推移しました。期末には、
中国不動産大手の破綻申請を受けて中国経済への不安が高まったこ
となどから下落し、若干水準を調整して終わりました。 
○為替相場 
当期の米ドル円相場は円安米ドル高となりました。期初、日米金
融当局間での金融政策の方向性の違いが意識されたことなどから、
急速に米ドルが買い進まれ、32年ぶりとなる150円を上回る水準ま
で上昇したものの、その後FRBによる利上げ幅の縮小・打ち止め観測
が強まったことなどから、年明けにかけて続落する展開となりまし
た。しかしその後は、良好な米経済指標やFRB高官のタカ派的発言が
相次いだことなどから再び米ドル買いが優勢となり、米ドルは期首
末を上回る水準まで上昇しました。 

◆前期における「今後の運用方針」 

 
 
◆ポートフォリオについて 
ポーレン社が米国で30年以上にわたり実践し、その有効性を実証
してきた独自の投資基準を用いて、利益成長の持続性（稼ぎ続ける
チカラ）が見込まれる銘柄を厳選し、ポートフォリオを構築しまし
た。保有する銘柄の多くは、企業のデジタル化を促進する先進的ソ
フトウェアの開発や、決済・広告・流通のテクノロジー・プラット
フォームの創出などにより高い競争優位性を築いているため、中長
期的に利益成長を反映した株価上昇を予想しています。また、景気
動向などに左右されにくい事業構造を持つ銘柄も多いため、株式市
場の下落局面で下値抵抗力を示すことを期待しています。 
 
◆ベンチマークとの差異について 
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けておりません。
参考指数は米国株式市場の動向を表す代表的な指数として掲載して
おります。 
基準価額と参考指数の騰落率は、それぞれ＋23.1％、＋20.9％と
なりました。 
 

《今後の運用方針》 
足元ではインフレが沈静化の傾向にあり、FRBは利上げペースを調
整していることから、株式市場の注目点は個別の企業業績に移行し
ており、当ファンド保有銘柄が持つ利益成長の持続性、すなわち
「稼ぎ続けるチカラ」が評価されると期待しています。当ファンド
は、引き続き、「稼ぎ続けるチカラ」が長期的な株価上昇をけん引
する、との投資哲学に基づき、短期的な株価変動に惑わされず、長
期的に利益成長の持続が見込まれる数少ない銘柄への集中投資を続
ける方針です。 
   

足元、米国株式市場では、企業ファンダメンタルズが底堅く推
移する中で、インフレ率上昇、利上げ・金利上昇、米ドル高、地
政学的な緊張などの外的要因が主な材料とされるなど、当運用戦
略の開始以来30年以上の歴史において、例外的な状況にあると考
えています。また、米国経済の景気後退の可能性や利上げ見通し
の不確実性などを踏まえると、経済指標や個別企業のニュースな
どに対して投資家が一喜一憂し、ボラティリティの高い状況が続
く可能性があるとみています。そうした状況においても、ポーレ
ン社の「長期的なビジネスオーナーの立場から、最も競争力があ
り財務健全性に優れた�稼ぎ続けるチカラ�を持つ企業に投資す
る」という確固たる信念に変わりはありません。また、保有銘柄
については、足元のような市場環境下でも、その競争優位性に変
化なく、継続的な利益成長率を実現できるものと確信していま
す。引き続き、「稼ぎ続けるチカラ」が長期的な株価上昇をけん
引する、との投資哲学に基づき、短期的な株価変動に惑わされ
ず、長期的に利益成長の持続が見込まれる数少ない銘柄への集中
投資を続ける方針です。 
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■１万口当りの費用の明細 
項  目 当 期 

（ａ）売買委託手数料 1円 
（株式） ( 1) 

（ｂ）有価証券取引税 － 
（ｃ）その他費用 1 

（保管費用） （1) 
（その他） （0) 

合  計 2 
（注１） 期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって

受益権口数に変動があるため、下記の簡便法により算出した結果です。 
(a) 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権口数 
(b) 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数 

（注２） 各項目毎に円未満は四捨五入してあります。 
 
■売買及び取引の状況 

（2022年９月１日から2023年８月31日まで） 
株 式 

 買 付 売 付 
 株 数 金 額 株 数 金 額 

 百株 千米ドル 百株 千米ドル 
アメリカ 2,489 39,336 3,912 68,290 
 (－) (－) (－) (－) 
（注１） 金額は受渡し代金。 
（注２） （ ）内は増資割当、株式転換・合併等による増減分で、上段の数字には

含まれておりません。 
（注３） 単位未満は切捨て。 
 
■株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合 

（2022年９月１日から2023年８月31日まで） 

項       目 当          期 
アンカー・ポーレン米国株式マザーファンド 

(ａ) 期中の株式売買金額 15,246,325千円 
(ｂ) 期中の平均組入株式時価総額 20,819,047千円 
(ｃ) 売買高比率 (ａ)／(ｂ) 0.73 
（注１）(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 
（注２）単位未満は切捨て。 

■組入資産の明細 
（2023年８月31日現在） 

外国株式 

銘     柄 
前期末 当  期  末 

業 種 等 
株 数 株 数 

評 価 額 
外貨建金額 邦貨換算金額 

(アメリカ) 百株 百株 千米ドル 千円  
AMAZON.COM INC 1,117 1,006 13,592 1,987,243 一般消費財・サービス流通・小売り 
ABBOTT LABORATORIES 597 512 5,353 782,669 ヘルスケア機器・サービス 
ADOBE INC 273 173 9,485 1,386,852 ソフトウェア・サービス 
AUTODESK INC 330 215 4,767 696,981 ソフトウェア・サービス 
SALESFORCE INC 421 330 7,103 1,038,488 ソフトウェア・サービス 
MICROSOFT CORP 386 275 9,055 1,323,967 ソフトウェア・サービス 
ILLUMINA INC 110 204 3,391 495,901 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス 
NIKE INC -CL B 306 262 2,681 392,013 耐久消費財・アパレル 
ALIGN TECHNOLOGY INC 64 54 2,034 297,449 ヘルスケア機器・サービス 
NETFLIX INC 323 280 12,196 1,783,178 メディア・娯楽 
THERMO FISHER SCIENTIFIC INC － 83 4,648 679,550 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス 
UNITEDHEALTH GRP INC 123 106 5,254 768,201 ヘルスケア機器・サービス 
MASTERCARD INC - A 318 191 7,932 1,159,743 金融サービス 
VISA INC-CLASS A SHARES 497 296 7,310 1,068,769 金融サービス 
ACCENTURE PLC-CL A 219 190 6,150 899,152 ソフトウェア・サービス 
META PLATFORMS INC-CLASS A 537 － － － メディア・娯楽 
SERVICENOW INC 132 167 9,830 1,437,157 ソフトウェア・サービス 
WORKDAY INC-CLASS A － 140 3,422 500,431 ソフトウェア・サービス 
ZOETIS INC 255 219 4,228 618,250 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス 
AIRBNB INC-CLASS A 546 471 6,154 899,745 消費者サービス 
ALPHABET INC-CL A 1,283 846 11,498 1,681,071 メディア・娯楽 
PAYPAL HLDG INC 558 950 6,030 881,637 金融サービス 

小  計 
株数・金額 8,404 6,980 142,123 20,778,455  
銘 柄 数 < 比 率 > 20銘柄 21銘柄 － ＜97.2％＞  

合  計 
株数・金額 8,404 6,980 － 20,778,455  
銘 柄 数 < 比 率 > 20銘柄 21銘柄 － ＜97.2％＞  

（注１） 邦貨換算金額は期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により、
邦貨換算したものです。 

（注２） < >は純資産総額に対する各国別株式評価額の比率。 
（注３） 単位未満は切捨て。 
（注４） 業種はＧＩＣＳ分類（産業グループ）によるものです。なお、ＧＩＣＳに

関する知的財産所有権はＳ＆ＰおよびMSCI Inc.に帰属します。 
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■投資信託財産の構成 
（2023年８月31日現在） 

項       目 当   期   末 
評  価  額 比     率 

 千円 ％ 
株式 20,778,455 96.7 
コール・ローン等、その他 704,660 3.3 
投資信託財産総額 21,483,115 100.0 
（注１） 単位未満は切捨て。 
（注２） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦

貨換算したものです。なお、８月31日における邦貨換算レートは、１米
ドル＝146.20円です。 

（注３） 当期末における外貨建資産（21,439,563千円）の投資信託財産総額
（21,483,115千円）に対する比率は、99.8％です。 

 
■資産、負債、元本および基準価額の状況 

（2023年８月31日現在） 
項         目 当  期  末 

(Ａ) 資産 21,588,115,874円 
コール・ローン等 699,197,734 
株式（評価額） 20,778,455,578 
未収入金 105,000,000 
未収配当金 5,462,562 

(Ｂ) 負債 210,009,913 
未払金 105,009,913 
未払解約金 105,000,000 

(Ｃ) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 21,378,105,961 
元本 16,180,937,681 
次期繰越損益金 5,197,168,280 

(D) 受益権総口数 16,180,937,681口 
１万口当り基準価額(Ｃ／Ｄ) 13,212円 

＊期首における元本額19,098,898,417円、当期中における追加設定元本額
2,046,076,674円、同解約額4,964,037,410円 
＊当期末における当マザーファンドを対象とする投資信託元本額は、アンカー・ポー
レン米国株式ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）
16,180,937,681円 
＊当期末の計算口数当りの純資産総額は1.3212円です。 

■損益の状況 
当期（自2022年９月１日 至2023年８月31日） 

項         目 当     期 
(Ａ) 配当等収益 91,711,289円 

受取配当金 82,992,348 
受取利息 8,718,941 

(Ｂ) 有価証券売買損益 4,762,205,717  
売買益 5,998,688,021 
売買損 △1,236,482,304 

(Ｃ) 信託報酬等 △ 1,465,080 
(Ｄ) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 4,852,451,926 
(Ｅ) 前期繰越損益金 1,398,510,513 
(Ｆ) 追加信託差損益金 50,323,326 
(Ｇ) 解約差損益金 △1,104,117,485 
(Ｈ) 合計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) 5,197,168,280 

次期繰越損益金 5,197,168,280 
（注１）信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しております。 
（注２） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る

場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。 
（注３）解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。 
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